はじめに
　
この本は、テーブルトークＲＰＧのリプレイです。
システムは「りゅうたま」。
「テーブルトークＲＰＧ」及び「リプレイ」に関する説明は、ここでは省きます。
知っている人には説明不要ですし。
　
テーブルトークＲＰＧわからないという方は……申し訳ありませんが、
ここを読んでみて、感覚的に理解できるというならば良し、
わけがわからないという場合は、上記キーワードで検索でもかけてみてください。
とりあえず前提として、今回は４人で遊んでおり、３人がそれぞれ自分の「キャラクター」を操作し、１人が物語の進行役を担っているという形です。
　
では――。
　
　

システム説明とキャラ作成
　
Aさん	（ルールブックを手にとって）絵が可愛い！　これすごい可愛いよ！
GM	うん、ありがとうございます。そういうリアクションが、きっと書き手が求めていたものだと思いますねー。
　
まずは定番。世界説明などをしながら、キャラメイクです。
りゅうたまはあったかほのぼのな、旅がテーマなTRPGです。そこ重要。
　
GM	原則ですね、ここの人たちは一生に一度は旅に出る風習があります。
Cさん	王様でも出ちゃう。
Aさん	お、王様でも出ちゃうんだ。
GM	『そろそろわしも旅をする時期になってきたのう』と。
Bさん	そう、赤ちゃんもようやくハイハイできるようになったら、『ボ、ボクは旅への衝動がおさえられないんでしゅ』って出てしまって、でも能力値は同じだからでかい剣をぶーんぶーんと。
GM	あるいは、おじいちゃんおばあちゃんが『孫も手がかからなくなってきたし、そろそろ旅に出るかの』、みたいな。
Bさん	家族も埋葬の手間が省けて助かるわー、って。
GM	で、そもそもですね、この世界は竜人という存在が何人かいまして。
Bさん	諸悪の根源どもな。
GM	竜人たちは世界を管理しているというか、育てています。
Bさん	物凄く手抜きをした張本人たちというべきでしょうかね。
GM	そしてこの世界の栄養というのは、旅人の旅の思い出なんですよ。竜人は世界に栄養を与えるため、各所で旅人を見守っているんですね。
Bさん	つまり彼らはヒマしているんです。
GM	…………。
　
りゅうたまはあったかほのぼのな、旅がテーマなTRPGです。そこ重要。
　
GM	……あの。いちいち別方向から横やりを入れられるのはちょっと……。（笑）
Bさん	でも、本当に俺思ったもん。暇な連中だなあって。
GM	解釈するのは構わないです。が、前提知識がない人に対し、そういう視点からの説明をまず最初に入れるのはどうかと思うんですが。（笑）
Bさん	わかりました。終わりまで黙ってますのでよろしくお願いします。
　
そんな感じで開始しつつ、まずはキャラメイクから。
キャラ作成に2時間半かけてと、ようやく旅の準備が整いました。
できたキャラは、この３人。
なんというか……キャラメイクだけで、お腹いっぱい感が（笑）
　
■Aさん→エイベル	ミンストレル／マジックタイプ	27歳・男
　〈体力〉6〈敏捷〉4〈知力〉8〈精神〉6
　イメージカラー：明るい緑
　外見：やさ男
　旅に出た理由：広い世界を旅して、歌や曲を作る
　お気に入りアイテム：古いリュート
　
■Bさん→スオウ	クラフト／テクニックタイプ	22歳・男
　〈体力〉8〈敏捷〉6〈知力〉6〈精神〉4
　イメージカラー：朱と黒
　旅に出た理由：東国の出身。刀鍛冶一族の長子。一族の長子は妖刀を封じる技術を見つけに各地をまわる。
　お気に入りアイテム：赫星（かがほし）、中古で呪われた高品質の刀
　
■Cさん→ベアトリス（リズ）　　ファーマー／アタックタイプ　　	15歳・女
　〈体力〉8〈敏捷〉6〈知力〉4〈精神〉6
　イメージカラー：シルリアンブルー
　外見：背が低いけど力持ち
　旅に出た理由：異国の地に果てた兄の遺骨を故郷に戻す。懐中時計は兄が死んだ時に持っていたもの。
　ＭＥＭＯ：方向音痴（超！）
　お気に入りアイテム：壊れた懐中時計。完全に壊れているが、ふと気づくと針の位置が変わっていることがある。
　
なお、今回の竜人は、緑（長旅、冒険、探求）の竜人メグとなります。
　
　

第1章
　
１日のはじまりはコンディション・チェック。その日の体調が決まります。
次いで移動チェックや方向チェックなどの旅歩きチェックを行います。
　
GM	あなた方は、エティールの街まであと1日のところにいます。――まずは水と食料を消費して、コンディション・チェック。
ｴｲﾍﾞﾙ	やっぱり。
ﾘｽﾞ	やり方を教えてください。
GM	コンディション・チェックは、〈体力〉+〈精神〉の合計値です。〈体力〉の数字と〈精神〉の数字のダイスを振って足してください。で、シートのコンディションの該当数字欄にマルをつけてください。10以上だといいことがあるよー。
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）惜しい。9です。
ﾘｽﾞ	（ころころ）9です。
ｽｵｳ	このために〈体力〉と〈精神〉を上げていたんだ。（ころころ）――3。（笑）
ﾘｽﾞ	1人ダメダメな人がいます。
ｴｲﾍﾞﾙ	大丈夫か、スオウ？
ｽｵｳ	ごふっ！　うううっ、今日も妖刀が私を蝕む……！（笑）
GM	妖刀が「俺を使え、俺を使えええええ」と荷物袋から、今日は自分の番であると知っているかのような声を。
ｽｵｳ	ああ、あああああっ……！　聞こえる、刀が俺を！（笑）
GM	しばらくしてから、妖刀は「……む、まだ時期尚早か」と大人しく。
ｽｵｳ	ふぅ、危ないところだった。――なんかこいつ、1人で旅しても危ないが、みんなで行っても危ないんじゃね？
　
旅に出る前に書いてもらった街作りシートの内容は、こんな感じ。
薄い文字はあらかじめGMが書いたもの、濃い字がプレイヤーが書き足したものです。
　
 【街の名前】　エティール
 【街の規模】　小寄りの中
 【支配体制・代表的な人物】
　　　　　チャールズ町長
　　　　　亡父の跡を継いだばかり、若く気弱で経験がないために苦労している。
 【地勢と気候】　砂地、街道沿い
 【代表的な建物】
　　　　　壊れた塔、風が吹き抜けると笛のように鳴る。
 【特産品】　紙ふうせん
 【街の色・匂い・音】　吹きさらしの風、土埃
 【街を脅かすもの】　過疎、街の住民の流出、隣町のマーチャント
　
GM	では、夕方過ぎにエティールの街に着きました。
ｴｲﾍﾞﾙ	着いたねえ！
GM	エティールは過疎の進む街で、敷地だけはそこそこありますが空き屋が目立ちます。外壁とかも、材質はいいけれど補修もされてないままに。
ｴｲﾍﾞﾙ	ああ、なんかボロっちい家が目立つ。
ﾘｽﾞ	うちの村の方が元気だよ。
GM	街の中心にはひときわ目立つぼろけた塔があって、きれいだけどどこかもの悲しい音が。（笑）
ﾘｽﾞ	すいません、私です。（←街づくりシートに「壊れた塔」と書いた人）
　
GM	そんな状況で……（ころころ）エイベルの真横からフード姿の小柄な影がたーっと走ってきて、どんっ、と脇腹辺りにぶつかる。
ｽｵｳ	おっと、古典的な手だな坊や、とぎりぎりぎり。いいかァ？　盗人は手を切っていいことになっているんだ！！
GM	「み゛ゃーっ、み゛ゃーっ、み゛ゃーっ！　い、命ばかりはお助けをー！」
ｽｵｳ	あー、どうしようかなァ？
ｴｲﾍﾞﾙ	おーい。おーい。
ｽｵｳ	――いや、とはやんないけど。
GM	え、言ってないの？　どっちなの？
ﾘｽﾞ	今の、なしだって。
GM	……では、そいつは「ごめんニャッ！」とだけ言って……。
全員	『にゃ』？
GM	そのまま走り去ろうとするのですが、小路の向こうから「あいつを捕まえてくださーい」と声が。
ﾘｽﾞ	こういう時には泥棒と相場が決まっているんですよ。
ｴｲﾍﾞﾙ	ぎゅむ。
GM	では、〈敏捷〉+〈体力〉で判定してください。こっちも対抗判定します。
ｴｲﾍﾞﾙ	直接のダイス目を言えばいいんですね。（ころころ）
GM	（ころころ）あ、クリティカル。こっち4と4出ています。
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）こっちもクリティカル。6と4のクリティカル。
GM	おお。じゃ、捕まえることができます。捕まえたのは、ボロ布を頭からすっぽりかぶっていた「ゴブニャーーー！」と鳴いている、ネコゴブリンという種族。
ｴｲﾍﾞﾙ	知識はあるのかな、私は。
GM	（挿絵を見せながら）この世界には普通にいます。
ｴｲﾍﾞﾙ	これだったら可愛いんだけど、それあまり可愛くない。
GM	可愛くないって言った方のがホブネコゴブリン。今あなたが捕まえたのは、ネコゴブリンより一回りちいちゃいコネコゴブリン
ｴｲﾍﾞﾙ	そいつ捕まえてーって街の人も言っているしなあ。
GM	で、捕まってしまえばこっちは非力なので、暴れててもどうということはない。そこにごっつい男の人と、声をかけてきたと覚しき若い女性。男は片手にでっかいスコップ持っています。
ｴｲﾍﾞﾙ	どういうことなんだ、と。こいつは持ったままで渡さずに。
GM	男の方が「兄さん、そいつそのまま持っていてくれ」と……。
ｴｲﾍﾞﾙ	そ、そのスコップで全力で叩くのはどうかと思うかと思うんだ。
GM	「盗人は、それなりの覚悟がないとやってねえだろう」
ﾘｽﾞ	泥棒は良くないよね。あたしの村ではね、腕を切っていたよ。（笑）
ｽｵｳ	俺たちのところは石抱きだな。
GM	「……俺、お前さんたちの村には絶対行かない」
ﾘｽﾞ	泥棒さえしなければ普通だよ。
GM	「その子猫は緑の木の実を持っていないか？」と聞かれるのですが、持っていない。コネコゴブリンは「それは、ボクの仲間がもう持っていったゴブニャ」と得意げ。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	バカだろうこいつ！（笑）
ｽｵｳ	手足に五寸釘だな。
ﾘｽﾞ	刺青刑もあるね。刺青って、慎重に入れないと手足が腐るっていうよ。
GM	「あ、あれを病気のかあちゃんに食べさせるんだゴブニャー……」と、理解を求めるようにあなたを見る。
ｴｲﾍﾞﾙ	でも、捕まったんだから仕方ないよねお前。うん。
GM	「母ちゃんさえ元気になるなら、ボクのことは煮るなり焼くなり好きにするニャー！」
ﾘｽﾞ	そのスコップ男に「薬が盗まれたの？」と。
GM	「薬っていうか、あれは滋養強壮に効く実でな」
ｴｲﾍﾞﾙ	2、3発ひっぱたいたくらいで許してやっていいんじゃないか？
GM	「――そうだな。おい、坊主！」「はいニャー！？」「何か払えるモンはあるか？」と。で、コネコゴブリンは頭の上に小さい壺を持っているのですが、「ボクの壺の中のもの、全部宝ものニャ！　何を持っていってもいいニャ！」
ｴｲﾍﾞﾙ	でもね、ごみごみしたもんなんだよな。じゃ、どうぞ。
GM	では、親父さんが受け取って、「よし、この壺もらう」と。言われたコネコゴブリンは「○×△☆！？」というリアクションをするんですが。
ｴｲﾍﾞﾙ	まあ、しょうがないんじゃね。
GM	「あの木の実はうちにとっても大事なもんだったんだ。めっきり弱ってきているばあさんの分だったんだよ」と言われるとコネコゴブリンも「ニャー……ッ」となって。
ｴｲﾍﾞﾙ	ここで手打ちかな。じゃ、お前、もうこんなことすんなよ。
GM	「も、もうこんなこと……？」
ｴｲﾍﾞﾙ	す・る・な・よ！（笑）
GM	「し、しない……」
ｽｵｳ	もしどうしても必要になったら、まず頼みに来い。泥棒は手を斬ったり刺青刑になるレベルだが、最初から話を通せば物々交換もできる。
GM	「わ、わかった」
ｴｲﾍﾞﾙ	もう悪さはすんなよ。――じゃ、放すね、って。じゃ、はい。ぴょっ。
GM	では、くるっ、ぴしっ、っと四つ足で着地してから、ぴゃーーーーっと逃げていきます。
ﾘｽﾞ	ネコかよ！
GM	男の人と女の人はふうやれやれって感じです。「とんだ騒ぎに巻き込んじまったな」と。
ｴｲﾍﾞﾙ	まあ、騒ぎってほどじゃないけどね。
ｽｵｳ	結局、解決を決めたのもあんただしな。
GM	彼はツボを手に「たいしたモンゃじゃねえけど、修理したら水漏はなくなるかねえ」
ｽｵｳ	わかった、どれ。と預かって、これだったら直せそうだな。
GM	「おお、お前さん直せるのか」
ｽｵｳ	ああ。そうだな、いい宿を紹介してくれればタダで治してやろう。どうだ。
GM	「俺の家の隣が酒場兼宿屋だから、そこにするといいさ。今晩一杯おごらせてくれよ」
ｽｵｳ	では、そうさせてもらおう。
ｴｲﾍﾞﾙ	スオウ、飲み過ぎるなよ。
ｽｵｳ	そこで刀が、『その男は切り甲斐がある……切れ……切れ……！』『うおおおおおッ！』（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	刀、どこかに封印しろよ。
ﾘｽﾞ	一応、封印しててこれなんだよ。知らないうちに解いていたりするんだけど。
　
ｽｵｳ	そういえば、エイベルが助けたコネコゴブリンはオス？　メス？
GM	ぱっと見は男の子に見えた。
ｽｵｳ	メスということにしておこう。なぜならば、こいつは女ったらしだからな。
GM	わかりました。男の子のように見えたけれど、エイベルは察した。これは女の子だと。
ｴｲﾍﾞﾙ	メスだ。優しく扱っておくか。
GM	そのエイベルの態度でスオウにはわかった。あれはメスだ。（笑）
ｽｵｳ	手つきからしてメスらしい。やはりあいつはたらしだ。
ﾘｽﾞ	あの……ネコゴブリンもストライクゾーンに入るんですか。1.2mくらい離れて歩いていいですか。
ｴｲﾍﾞﾙ	いや、メスには全部優しくしないと。女性には親切に。
　
　

第2章
　
その後、スオウがコネコゴブリンのツボを見事な腕前で直したこともあり、
彼らは街の宿屋『牛角亭』を紹介してもらいます。
知り合った夫婦はグリップとミリーといい、すぐ近くに住んでいるとか。
２人と一緒に宿屋で食事をしつつ、久々の温かいご飯です。
　
GM	宿屋の夕食はそこそこだけど、材料としては大したことがない。あと、宿屋の中には紙風船がいくつか吊してある程度。
ｽｵｳ	では、そろそろこっちから切り出そうか。――俺が行きに通った2年前は、この街はこんなに寂れていなかったはずだが？
GM	「ああ……いや、ここまで寂れたのはここ数年の急な話だが、実は十数年前から予兆はあったのさ」
ｽｵｳ	サブプライムも結構前から、いつかああなるって言っていたな。（笑）
ﾘｽﾞ	ここはアメリカかよ！
GM	と、その場で飲んでいた人たちが口々に「あの頃は仕事があったよなあ……」「求人倍率も高くてさあ」と。
ﾘｽﾞ	なんだこの夕張炭坑みたいな状況は。
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃ、しんみりした歌を披露するか。
ｽｵｳ	♪お～お～、♪さようなら～、♪エティールの村～。♪かつての栄光華やかで～、人は滅びるこの村さ～♪
ｴｲﾍﾞﾙ	殺されるよーーーーー！
GM	今の歌は、本採用？（笑）
ｽｵｳ	いやいや歌っていません許してください。ボクそこまで空気読めないわけじゃないです、しばらく黙っていますので許してください。
ﾘｽﾞ	じゃ、今のなし。
GM	ええと、（街づくりシートを確認しながら）2年前に代替わりがあって、町長が代替わりになってから……。
ｽｵｳ	どっかで聞いたことがあるな。きっと気弱で経験が足りない若造だな。
GM	「悪い人じゃないんだけど気が弱くてね。隣街との交易もどんどんこちらが不利にされてしまって」
ｽｵｳ	隣街なのか。
ｴｲﾍﾞﾙ	過疎化に悩むっていったらそうでしょう。勢力範囲があるんだよー。（←街づくりシートの『街の脅威』欄に『隣町のマーチャント』と書いた人）
GM	そ、そうなんですか。
ｴｲﾍﾞﾙ	有能な補佐とかいないのかい？
GM	「能力がない人ばかりというわけじゃないんだけど、この街は条件が悪くてね。昔は凄い薬草が採れる街だったんだ。この紙風船も、元々は薬につけて配っていたのさ」
ｴｲﾍﾞﾙ	富山か！
ｽｵｳ	――じゃ、建設的な話だったら、口を挟んでもいいだろう。（笑）
GM	はいはい？
ｽｵｳ	どうしたんだ、気候不順で薬草でも採れなくなってきたのか。それとも薬草が採れる洞窟にモンスターが棲みついたとか。
ﾘｽﾞ	その薬草を食べると脳炎になるとか言われて、突然食べちゃいけないと言われたとか。
GM	「この地域一帯には、よそでは見ない珍しい木があることにあんたたちも気づいていただろう」言われてみれば柳の木のような、ちょっと見ない木がありました。
ｽｵｳ	ああ、つまりその木は元々実がついていたけど、なぜか実がつかなくなったと。
GM	「そうそう。ただ、理由はわからないでもないんだ。街の中心に塔があっただろう？」
ﾘｽﾞ	私のせいか。（←街づくりシートに『壊れた塔』と書いた人）
ｽｵｳ	もの悲しい音をたてる塔だな。
GM	「昔はあそこに1つの宝石がはまっていたんだ。その宝石の光と塔の笛の音を受けながら育った木の実は薬になるという。これがすごい特産品で、近隣にも引っ張りだこ。今から思えば、ちょっと高値で売りつけすぎていたかもしれねえけど」
ｽｵｳ	なるほど。
ﾘｽﾞ	つまりチョウセンニンジンで成り立っていたんですね。
GM	「その宝石が20年前に、争いで失われてしまって……」
ｽｵｳ	ああ、戦争で失われたのか。それで行方不明になって以降、音はするけど光とかは出ず。
GM	それで実もならなくなって、木そのものも少なくなっていった。
ｽｵｳ	なるほどね。
GM	「ところが最近、街でちょっとした噂があってな。この宝石っていうのを、南の山に住む竜が持っていると」
ｴｲﾍﾞﾙ	何ですとー！？
ﾘｽﾞ	なんで人間の戦争でなくなったものを竜が持っているの？
GM	「それは俺たちも不思議なんだよ。そもそもどこから出てきた噂なのかもはっきりしない」
ｴｲﾍﾞﾙ	怪しげだな～。
ﾘｽﾞ	誰かがでたらめを言っているんじゃないの。
GM	「腕に覚えのある奴が行ってもみたが、洞窟が見つからなくて帰ってきた」
ﾘｽﾞ	その竜っていうのはどんな奴？
ｴｲﾍﾞﾙ	見たことある人は？
GM	特にうわさになったことはないんですね。旅人が通りがかった時に見かけたという話はあります。言葉を交わした人はいないようです。
ｽｵｳ	（旅日記を書き込みつつ）なんかこれ、まんま書いているとえらい長くなっちゃうな。
GM	……そうですね。何を書くかはお任せします。彼らは「ま、あんたたちには関係ない話を長々としてしまったな。気にせず飲んでくれ」と。
ﾘｽﾞ	そうね。
ｽｵｳ	いつもどおり一曲、気つけの歌でも歌ってやったらどうだ。
ｴｲﾍﾞﾙ	そうだなあ。じゃ、異国で聞いた歌を。
ﾘｽﾞ	後が怖いから引き上げます。どうせ飲めないし。早く寝ないと体力に響くしね。農民は朝が早いんですよ。ハーブ探しにいったりするからね。お休みなさい。
GM	あ、ミリーも途中まで一緒に飲んでいましたが、私もこの辺で、と、少しせきこみながらいなくなる。
ｴｲﾍﾞﾙ	旦那の方に、奥さん大丈夫なのかい、って。
ｽｵｳ	見た感じ、大審門でも受けていそうな。
GM	「うーん。あまり良くはねえんだよ」
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃ、さっきの薬は本当は奥さんの分も？
GM	「うん、まあ。ばあちゃんとは言っていたけど、あいつにも食べさせてやりたくてさ」
ｴｲﾍﾞﾙ	なるほどね。心配だよねえ。
GM	「俺の前のかみさんで奴の姉貴も、同じ肺の病だったからさ。何とか助かってほしいんだけどなあ」
ｽｵｳ	同じ病気にしょっちゅうかかるということは、ここ、風土病があるんじゃねえか？
ﾘｽﾞ	という可能性はありますね。
ｽｵｳ	ついでにいうと、あの塔も対策で作ったんじゃねえか。昔の大魔術師とかそういうのが。
ﾘｽﾞ	こういうものを残しているから悪いんだ。
ｽｵｳ	あの塔が怪しい。あの笛の音が人々の体を蝕むんですよ。怪しい低音波が出ていて、細胞が少しずつ滅んでいく。
ﾘｽﾞ	それだー。
ｽｵｳ	なるほど。思った以上にクトゥルフネタだな。
GM	――あなたのすぐ背後で、ゴホンと咳払いの音がする。まるで竜人が警告を発したような。（笑）
ｽｵｳ	おっといけない、少しうたたねをしていたようだ。（笑）
ﾘｽﾞ	出てくるなよ！
ｴｲﾍﾞﾙ	もう寝ようぜ！
ｽｵｳ	も、もう寝るとしよう。意識が飛んでしまったようだ。
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GM	では、寝て起きた。HPは初期値の倍。今日も朝からもの悲しい笛の音が。
ﾘｽﾞ	ひゅ～るり～、ひゅ～るり～らら～♪（by『越冬つばめ』）
ｽｵｳ	笛の音も聞こえるし、当然しゃべる刀の声も聞こえるぜ。――『姉ちゃん、俺をここから解放してくれないか？』（笑）
ﾘｽﾞ	サイテーだ。川に捨ててきていい、その刀？
ｽｵｳ	（ノリノリな口調で）『なあ、簡単なことだよ。こいつの鯉口を切ってくれればいいんだ……！　俺はちょっと外の空気を吸ってみてえ』
ｴｲﾍﾞﾙ	ひどいなー。
ｽｵｳ	こいつの一族は、なぜこいつを火口に突き落とさないのか非常に謎だね。
ﾘｽﾞ	『あのスオウの奴をサクッと刺しちまえよォ。そうすれば俺もあんたも自由になれる、クックククク……』
　
今日のコンディションチェックは、全員可も無し不可もなし。
　
GM	10以上の人は？
ｽｵｳ	はっはっは。出るわけないだろう。
ﾘｽﾞ	変な夢を見てよく眠れなかったよ。変な声が聞こえたんだよね『俺を解放しろ』とか。
ｴｲﾍﾞﾙ	リズ、気のせいだよ。僕が一曲歌ってあげるよ。
ﾘｽﾞ	じゃ、とりあえずハーブ探しに。朝早く起きて、宵鳴き草でも摘んできましょうかね。……あ、ここでハーブを集めている限り、必ずヒメリンゴになるんだ。
ｴｲﾍﾞﾙ	リズ、一緒に行こうか。
ﾘｽﾞ	別にいいよ。
ｽｵｳ	冷たいー！
ﾘｽﾞ	あなたが来ると、踏むかもしれないし。
ｴｲﾍﾞﾙ	でも、君、帰って来れないかもしれないじゃないか。
ﾘｽﾞ	大丈夫だよ、こんな近くなんだから。
ｴｲﾍﾞﾙ	不安だ。こっそりついていく。
　
リズはファーマーですが、クラス能力「内職」で、
ヒーラーの「薬草採り」を持っています。
なので毎朝薬草摘みに行けるのですが、……今日も失敗。
お供にくっついていった陸カバのワドナが、ふんづけてしまったらしい。
　
GM	カバはごめんなさいな目線であなたを見ます。
ﾘｽﾞ	まあ、いいよいいよ。あるある。
ｽｵｳ	明らかに、カバと俺たちに対する態度に雲泥の差があるじゃないか。
ﾘｽﾞ	カバは家族。……それとも、カバと同列に扱って欲しい？
ｽｵｳ	温度差からいうと、扱って欲しいかもしれない。
ﾘｽﾞ	じゃ、帰ろうとして、別な方向に行こうとして村の人に違うって言われて。
ｴｲﾍﾞﾙ	違う違う。リズが別な方向に行こうとしたところで私が、リズ、迎えに来たよー。
ﾘｽﾞ	え。だからこれから帰るー……あれ？
ｴｲﾍﾞﾙ	こっちだよ。
ﾘｽﾞ	あれ？
ｴｲﾍﾞﾙ	さ、帰ろうね。うんうん。
ﾘｽﾞ	おかしいなあ。あっちかと思ったんだけど……。
ｽｵｳ	ちっ、ここで皮のベスト着てモヒカン頭の奴らが『へっへっへ、こーんなところに姉ちゃんが1人なんて物騒じゃねえかァ！　俺たちがちゃあーんと送っていってやるよォ』
GM	……あなたの背後で咳払い。（笑）
ｽｵｳ	お、おかしいな。いや、俺は寝ていますから。
　
ｽｵｳ	で、メシを食いながら話をするとしよう。君が寝た後でかくかくしかじかで。どうだ、路銀も心許なくなってきたことだし、こちらから話を持ちかけてみてはどうだろう。
ﾘｽﾞ	まあ、ダメもとでね。
ｽｵｳ	話の流れも不自然じゃないと思うんだ。竜といっても、話を聞いてみると大人しいドラゴンみたいだからな。
ｴｲﾍﾞﾙ	うん。危なくない奴だったらいいよね。
ｽｵｳ	それに、確認さえ取れれば、あとは町長に来てもらって話し合いをすることもできるしな。
　
そんなわけで朝食後、町長に会いに行くことに。
町長は「チャールズ」といい、「父親が死んで跡をついだばかり」、
「若く気弱で経験がない分苦労している」んだそうです。（街づくりシートを見ながら）
　
ﾘｽﾞ	庁舎は立派なんでしょう？
GM	かつては立派な建物だったようです。一番景気が良かった頃にお金をかけて作ったはいいものの、今は補修も満足にできず。
ﾘｽﾞ	でも今年の春は、使うかわからない部屋の内装を変えたりしていたんですよ。
GM	隣街の商人の勢いに押されて、半年前に内装工事を発注しました。
ｴｲﾍﾞﾙ	ダメじゃん、何騙されているんだよ！
GM	で、結局、半年後に引っ越すとかいうことで、周りにぶうぶう言われたりね。
ｽｵｳ	それは消費者庁……。（笑）
GM	では、チャールズ町長ね。彼は会議が終わったばかりという風で、羊皮紙の束2つ持って、しょぼくれた表情。
ｴｲﾍﾞﾙ	しょぼくれてるのか。
ﾘｽﾞ	若いの？
GM	若い。あ、でも、あなたより10歳くらいは上です。（リズは15歳）
ｽｵｳ	じゃ、俺のちょっと下くらいか。
GM	「この街にようこそ。旅人の方ですか。どうされましたか？」
ｽｵｳ	実は酒場で話を聞いて、少し用があってお邪魔したのだが、よろしいか。
GM	彼は心細そうに、「はあ。あ、ちょ、ちょっと待ってくださいね」と事務室に入って「ごめん、ぼくちょっと用事ができてから」って言ってから戻ってきて、「ではこちらへどうぞ」と応接室に案内してくれる。
ｽｵｳ	ダメそうだ。
ｴｲﾍﾞﾙ	なんか気の毒な感じになってきたな、おい。
ﾘｽﾞ	こういう人いるよねー。
ｽｵｳ	手短かに放すよ。酒場でこういう話を聞いて、もし、そういった探索などをしているのであれば、我々も旅の途中で仕事を探しているところなのでと。
GM	彼はしばらく沈黙していたかと思ったら、どんどん目が潤んできて。
ｴｲﾍﾞﾙ	うっ。泣き始めたぞ。
GM	「あ、す、すいません。さ……最近、そんな優しい言葉をかけてもらったことがなくて……」（笑）
ﾘｽﾞ	3人ともてんてんてんてん。泣くなよ。
GM	「ちょっと辛いことが続いていて、つい気が緩んで……。あ、ありがとうございます……っ」
ｽｵｳ	いや、気にすることはない。緑の竜人もこれで話が進むと、物陰から涙を拭っているのが見えた。
ﾘｽﾞ	そういえば今日、夢の中に変なのが出てきたなー。翼がある角の生えた人でさあ。
ｽｵｳ	『そろそろ進めないとあなた死ぬわよ』と、私は夢の中で正座させられて30分以上説教をくらった。
GM	「場所は、こうこうこうで……」と。そこまでは2日間だそうです。
ｴｲﾍﾞﾙ	よく聞くぞ。
GM	この辺くらいまでは絞れたんですというところまで教えてもらえます。「あとはあとは、食料、水、食料、水、食料、水、……ええと、2日分ずつくらいなら」
ｴｲﾍﾞﾙ	往復だったら4日いるか。
GM	「あと、何かお手伝いできるもの、できるもの……おお、そうだ！」と言って。
ﾘｽﾞ	ちょっといい人じゃね。
GM	ばたばたばたっと、“中古のださい坂道の杖”を2本。（笑）
ﾘｽﾞ	“中古”はいいとして、“ださい”までしっかり出てくるの。
ｽｵｳ	ああ、山道だからか、これはありがたい。探索が終わるまでお借りするとしよう。
GM	「ありがとうございますお願いします。あれさえあればうちの街にも特産品ができて、紙風船と一緒に各地に売って回れるものができますよ」
ｴｲﾍﾞﾙ	よかったねえ。
ｽｵｳ	それと、この村は咳とか肺を病む病気が多いのか？
GM	「はい。ここは、気候的にあまり良くないようで」
ﾘｽﾞ	――街の中心にある塔が原因だったりしてね。
ｽｵｳ	可能性はあるね。
ﾘｽﾞ	中が崩れていて、その塵芥が。
ｽｵｳ	いや違う、炎の対策にアスベストが。（笑）
ﾘｽﾞ	それもうぜんそくじゃないよ、中皮腫だよ。（笑）
　
……なるほど、それは面白いアイディアだ（ぽむ
　
ｽｵｳ	あと、成功報酬でいいから、ある程度は保証してね。
GM	「はい、できる限りのお礼はさせていただきます」
ｽｵｳ	山の中だから、カバは置いていくのかな。
GM	連れて行けますよ。
ﾘｽﾞ	連れていかないと水がないわよ。刀は置いていってもカバはね。
ｽｵｳ	や、やめろ、あの刀がないとーっ！（笑）
　
そんなわけで、早速アイテムの買い直し。といっても食料を買い足しただけでした。
キャラメイクの時点でガチく買い物していたしなー。
　
ﾘｽﾞ	食料を買い込んでいかないと、我々またカバをバラすことになるよ。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	それはやめようー！　それは可愛そうだよー！
ｽｵｳ	全然シャレになってないな。このゲーム結構シビアだから。
GM	街の人は頑張ってくださいね、みたいな感じですが、中には「この街は滅ぶべくして滅ぶのじゃ！」とか言っているばーちゃんとかもいます。
ｴｲﾍﾞﾙ	あー。
GM	目をカッと見開いて小路に足踏みしめて立っている、みたいな。
ﾘｽﾞ	なんで、って聞いてみる。
GM	「もし街にとって宝石が真に必要なものであるならば、竜であれば我らのことを考えないはずがない」
ﾘｽﾞ	なるほど。
GM	「だが戻さないということは、それ相応の理由がある。ならば、病であろうとも我々には必要なものじゃ。余計なことはするでない！」
ﾘｽﾞ	あの、別に取りにいくわけじゃなくて、話をしにいってみるだけなので。
ｴｲﾍﾞﾙ	そうそう、真意を探ってみるだけというか。
GM	「ならば言っておく。余計なことはするでないぞ。宝石を持ってこようなどとはゆめゆめ思うなよ」
ﾘｽﾞ	竜がくれるって言ったらもらってくるけどね。
GM	「ケケケッ、そんなことがあるもんかい。だったらとうの昔に戻っておるさ」
ﾘｽﾞ	……ぶっちゃけ私もそう思っているんだけどね。
ｴｲﾍﾞﾙ	時期じゃないのかもしれないねおばあちゃん、と優しく諭してあげる。
ｽｵｳ	なんというか、妙にひっかかる話だな。
ﾘｽﾞ	まあ、いるよね、こういう人。
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では、準備も整えて、山までおでかけ。順当に行けば片道2日です。
　
ｽｵｳ	じゃ、文明圏から離れたところで、俺の役目は終了ー。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	待てーーーい！
ｽｵｳ	本当にそうなんだって。
GM	今日の降水確率20％！（ころころ）80。晴れ。というわけで、地形移動目標値は[森：10]です。
ﾘｽﾞ	何をすればいいんですか。
GM	まずは移動チェックです。
ﾘｽﾞ	えーと、〈体力〉+〈敏捷〉か。あと、足せるものはその坂道の杖だけ？
GM	あと何かあります？　地形効果に合うアイテムを持っているか、移動チェックに使えるクラス能力を持っているか。
ｴｲﾍﾞﾙ	私は旅歩きに常に+1だから……（ころころ）失敗。
ﾘｽﾞ	（ころころ）大失敗。1ゾロポイントもらってねー。えーと、HPは1/4に。崖から落ちました。痛い痛い。ワドナどけてー。潰れるうう。
ｽｵｳ	（ころころ）ちなみに俺は9。失敗。
ﾘｽﾞ	この山は恐ろしいところだ。――1/4って酷いよね、ルール的に。
ｽｵｳ	はっきりいって難しいよこれ結構。なんか魔法ないんですか。ここに瀕死の血まみれ女がいる状態。既に手遅れか。赫星よ、楽にしてやろう。
ｴｲﾍﾞﾙ	こらこらこら。さ、リズ、回復魔法をかけてあげるよ、よしよし。
ﾘｽﾞ	だくだくだく。
　
やっぱり1Lvの旅人に3Lv地形はやりすぎましたかね……。今度から気をつけます。
　
この日は全員が移動チェックに失敗し、
リズがHP20→5、エイベルがHP12→6、スオウHP16→8と散々でした。
一番HPの減少が大きいリズにエイベルが回復魔法キュア・タッチをかけたものの、
１回当たり〈精神〉（エイベルの場合はD6）ぶん治るはずが、２回の合計は3点。
　
ﾘｽﾞ	やったあ。ちょっと治ったよ。（棒読み）
ｴｲﾍﾞﾙ	あああ、ごめんねリズ。
ｽｵｳ	で、こういう時に限ってリンゴないんだよな。（笑）
GM	次、方向チェックお願いします。
ｴｲﾍﾞﾙ	1ゾロポイント使って、+3で振りまーす。（ころころ）6。……1足りない！
ｽｵｳ	はっはっは。正直すまんかった。（←サポート判定で1ゾロを出していた）
GM	今日は半分しか進めませんでした。
ﾘｽﾞ	……街に戻る……？（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	戻った方がいいかもーっ！
ｽｵｳ	まあ、時間制限があるわけじゃないから……戻るか？
GM	あ、とりあえず、今日はここで野営チェックしてください。
ﾘｽﾞ	……ああそうか。戻るにしてもね。野営チェックは誰がするの？
ｴｲﾍﾞﾙ	アラート・ベルアラームを使うのはどうだろう。野営チェックに+1。
ﾘｽﾞ	〈敏捷〉+〈知力〉だから……目標値は今いくつですか？
GM	移動チェックと一緒です。［森：10］です。
ﾘｽﾞ	魔法で+1する？
ｽｵｳ	した方がいいんじゃない？
ｴｲﾍﾞﾙ	魔法チェーック。（ころころ）アラート・ベルアラームは成功。あとはこれとこれ（D4とD8）で、6を出せばいいんだな。
ｽｵｳ	やばいな、なんか。
ｴｲﾍﾞﾙ	がんばれ、いけー！（ころころ）7だから大丈夫。
ﾘｽﾞ	かろうじて！
GM	ではHPは現在値×2まで回復可能、MPは全回復です。
　
ひとまずこれでHP・MPはフル回復。
ちょっと気持ちの余裕も出てきた感じで。
　
GM	で、この旅歩きルールですが、必ず前には進み続けるんですよ。ファンブルしても同じ場所に戻るだけで、戻ったりはしないんです。
ｽｵｳ	もう進んじゃった方がいいんじゃない？
ｴｲﾍﾞﾙ	そうだね、地形10だしね。
GM	要は、どれだけボロボロな状態で前に進み続けるかなのです。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	さいあくだ！
　
GM	――では夜中。そうですね、〈知力〉+〈精神〉の判定で5以上を。
ﾘｽﾞ	無理無理。
GM	無理ってそんな、出ない数字じゃないでしょう。
ﾘｽﾞ	D4とD6でどうやって5を出せというんだ。（ころころ）3。
ｽｵｳ	（ころころ）3。zzzzzzz....
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）7。
GM	では、エイベル。野営担当のあなたが、テントの緩みとかを確認していた時に。
ｴｲﾍﾞﾙ	よいしょよいしょ。
GM	やや離れたところでガサッ、という音と「ニャニャッ！？」という声が。
ﾘｽﾞ	貴様か！
ｴｲﾍﾞﾙ	来ているのか。
GM	ガサガサッ、って一瞬だけ音がして、以後はシーーーーン。
ｽｵｳ	よかったな、姉さんとスオウが起きていなくて。
ｴｲﾍﾞﾙ	ここは、こっちにおいでおいでって餌をやるべきか、それともこんな危険な人たちに近寄らせないようにするか。
ﾘｽﾞ	2人ともグロッキーでぐたーっとしているから、全然気づいていない。
ｽｵｳ	こいつだけがグロッキーしていて俺たちが起きていたら、朝起きたら、「おう、食料が一食分だけど手に入ったぞー」って。こんな姿になっちゃって。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	マスター、自分の人間用の食料ってネコゴブリンに換算するとどのくらいになるの。ちょっとくらい餌にやったら一食なの？
ﾘｽﾞ	このゲーム、一食は一食だと思うよ。
GM	翌日のコンディション・チェックの判定を-1してくれるなら、半分あげてもいいですよ。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃあそれで。
ﾘｽﾞ	おー、漢だ。さすが女に甘いねえ。
ｴｲﾍﾞﾙ	うるせえよっ！　おいでおいで、って。
GM	じゃ、においに釣られたようで、「ゴブニャー……」と顔を半分出す。こないだの奴です。
ｴｲﾍﾞﾙ	これやるから、安全なところに帰ってろよっ。
GM	「りゅ、竜の山に行くゴブニャ？　あそこは危険ニャ」
ｴｲﾍﾞﾙ	そうなんだけども。男にはな、やらなきゃいけないことがあるんだ、うんうん。
GM	ネコゴブリンは感動と憧れの入り交じった表情であなたをしばらく見上げていますが、「危険だけれども、通れる場所は知っているゴブニャ。でも危険ニャ……」
ｽｵｳ	危険な目には俺たちもう遭っている。（笑）
ﾘｽﾞ	どんだけ危険なんだろう。1日で血だるまになるくらい危険なのかなー。
ｽｵｳ	まあ、少なくともカバの下敷きになるくらいだから相当危険だろう。
GM	「岩場の竜は、自分専用の入り口を使っているゴブニャ。だからあそこに入るには、竜の知らない細い入り口を通る必要があるゴブニャ」
ｴｲﾍﾞﾙ	ちっちゃい道ね、うんうん。教えてもらいたいけど、お前を危険な目に遭わせるわけには……。
GM	あ、言葉で説明できるって。
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃ、説明してもらって。
GM	「こうこうこういう場所なんだけども、しばらく前からそこに……危険なものが」
ｴｲﾍﾞﾙ	恐ろしいものがいるんだな。
GM	こくこく。
ﾘｽﾞ	あそこにはシェロブ婆という蜘蛛が。
ｴｲﾍﾞﾙ	ありがとう、よしよし。お前は帰れよ、って。
GM	ぴょん、って引っ込んでいきます。
ｴｲﾍﾞﾙ	明日のチェックが怖いー。
ﾘｽﾞ	何も気づかす寝ていた。
ｽｵｳ	心の中では腐った考えがたくさん出ていたが、ガマンするのが大事だったぜ。そろそろ緑の竜も実力行使にきそうだしな。
GM	竜の実力行使は決まっていますね。――天気が崩れる。（笑）
ﾘｽﾞ	それは怖い！
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翌日。再びコンディションチェックからです。
エイベルのコンディションの値は9。
ネコゴブリンに食事を分けていなければ絶好調でした。（エイベル「まあ仕方がない」）
　
コンディションチェックはリズだけが絶好調で、敏捷UP。
しかしリズは今朝も「薬草探し」に1差で失敗、移動チェックにも失敗。
スオウとエイベルは移動チェックは通常成功。今日はそれほど旅疲れはない様子。
　
ﾘｽﾞ	またおっこちた。（笑）
GM	昨日の様子を覚えていたカバが、ずるずるバランス崩したリズを途中でかぷっ、って。
ｽｵｳ	だから1/4にはならなかったと。
ﾘｽﾞ	上から木の枝が落ちてきて強打、がこーん。また血だらけ。酷い。
ｴｲﾍﾞﾙ	リズ、じゃあ、治してあげよう。（ころころ）4点治っていていいよ。
ﾘｽﾞ	ありがとう、12点になった。これで寝れば全快さ。……絶好調なはずなのに、うふふ……。
GM	山には魔物が住んでいるんですねえ。
ﾘｽﾞ	本当だよ！
ｴｲﾍﾞﾙ	あ、ネコのことは話すよ。実はね、かくかくしかじかっていうことで昨日会ってね、こーいうところを教えてもらったんだよ。
ｽｵｳ	なるほど。
ｴｲﾍﾞﾙ	ちょーっと危ないらしいんだけどな。
ﾘｽﾞ	これ以上危ないことなんてあるんだ？（笑）
ｽｵｳ	敵は自己責任で何とかなるが、道だけはどうにもならん。敵の方がまだいい。
ﾘｽﾞ	しくしくしく。痛いよー。
ｽｵｳ	見よリズを！　嫁入り前の体にもかかわらず、これぞまさにキズモノ。
GM	カバが、ボクがもらってあげるよといわんばかりの優しい目で見ています。
ﾘｽﾞ	私は異種族婚には興味はない。こいつと違って。
ｴｲﾍﾞﾙ	違います。違います！
　
この日は方向チェックも問題なく成功。順調な旅路です。
　
GM	では、そろそろ今日の行程も終わりという頃、岩と岩の影に何か動く白くまるい手足の生えた……。
ﾘｽﾞ	たまごだー！
GM	はい。これは噂のラッキークリーチャー、あるくたまご。
ﾘｽﾞ	こいつ、HP0ぴたりになるように倒すとね、素敵なことが起きるんだ。ぶっちゃけ何も悪い奴ではないんだけど、みんな喜々として倒しに行く。
GM	やや離れた岩場で、たまごが岩にもたれかかるようにして日光浴をしています。
ｽｵｳ	ちなみにこいつ、HPどのくらいなんだ？
GM	不明です。そしてこのシステム、ダメージを減らして攻撃することはできないようです。――というわけで、あなた方はたまごを無視して先に進むこともできるし、たまごに攻撃を挑むこともできる。（笑）
ｽｵｳ	では「赫星よ……！」（笑）
ﾘｽﾞ	あー、たまごだねー、って言っていたら、しゃきーん！
ｽｵｳ	「殺せ……殺せ……殺せ……うおおおおおおおっ！」
GM	殺る気ですね。殺る気なら……。（と、戦闘シートを取り出す）
ｴｲﾍﾞﾙ	何じゃこりゃ。
GM	りゅうたまの戦闘シート、これ使うのです。
　
軽くルールの説明をしながら、戦闘準備。
リズとスオウがフロントエリアに、エイベルがバックエリアに配置されました。
まずはイニシアチブ判定。スオウ10、あるくたまご9、エイベル8、リズ5でした。
　
GM	このイニシアチブの数字がですね、相手に攻撃を命中させる時の目標値になります。つまり、自分の回避値にもなります。
ﾘｽﾞ	低っ！
ｽｵｳ	そうだった。すっかり忘れていたよ。
GM	原則として、この数字は戦闘中は固定です。この数字を変えたい人は1ラウンドかけて、イニシアチブの振り直しをします。
ｴｲﾍﾞﾙ	そしたら、たまごに対しての攻撃は、たまごのイニシアチブ9っていっているから、9以上出さないと当たらないということなんですね。
GM	はい。行動順はイニシアチブ順に処理をします。
ｽｵｳ	なるほどね。
GM	というわけで一番手。スオウさんどうぞです。
ｽｵｳ	はーい。では赫星を抜いて。
GM	赫星は「血は……血はどこだ？」と。
ｽｵｳ	あるのはせいぜい白身と黄色身だが、我慢しろ！　――と岩場の上から大上段に振りかぶって、命中は（ころころ）15。これで外れたらかなり泣ける。
GM	命中です。
ｽｵｳ	判定は〈体力〉なんですけど、このD8使うと危ないからこっちにしておこうか。（ころころ）6。
GM	ぱきょーん。黄身ごと割れた。スオウの攻撃は一刀のもとに完全に叩き潰した。やりすぎた。
ｴｲﾍﾞﾙ	終わっちゃった？
GM	彼はほっぺたに黄身を一滴つけながら……。
ｽｵｳ	さすがだ赫星。見事な切れ味だった。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	ダメだーーーー！
ｽｵｳ	いらないことにダメージでかかったね。
　
たまごをきっちり倒しきるのはかなり難しいようで。
戦闘後、スオウはあるくたまごに「材料加工」のクラス能力を使い、加工。
　
GM	ええと、食べ物が4個。
ｴｲﾍﾞﾙ	やった。
GM	あと、卵の殻。売ると1,000Gになります。
ｽｵｳ	はああ！？
ｴｲﾍﾞﾙ	おおお！？
ﾘｽﾞ	えええ！？
ｽｵｳ	こいつに会ったこと自体がラッキーだな。そこに材料加工ができる人間がいたのもラッキーだ。
ｴｲﾍﾞﾙ	やったーーー！
　
この日の野営チェックは魔法もサポートもクラス特性もフルに使っての成功。
平和な１日でした。
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あるくたまごから加工した卵焼き弁当を食べつつ、コンディションチェック。
エイベルが絶好調で敏捷UP、リズが9、スオウ７。
そして今日も「薬草探し」は……聞かないであげてください……。
　
GM	では、移動チェックお願いしますー。
ﾘｽﾞ	（ころころ）クリティカル出た！　――移動のクリティカルは『翌日のコンディション・チェックまで+1』。コンディションに+1したら10になったよ！
GM	あ、じゃ、絶好調になります。能力値を１つ選んで上昇させてください。
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）失敗。HP半分。自分でキュア・タッチで治します。
ﾘｽﾞ	自分が絶好調になった脇で、後ろでごろごろ。
ｽｵｳ	（判定失敗）結構難しいな、この判定。
ﾘｽﾞ	りゅうたまさぁ恐ろしい世界だ。
　
方向チェックは失敗しましたが、夕方遅くには目的地に到着。
　
GM	コネコゴブリンに教えてもらった、ここだろうというところまでは来ました。洞窟の入り口で耳を澄ますと――カサカサカサ……。
ｽｵｳ	ゴキブリ？
ｴｲﾍﾞﾙ	これは……いやな……聞き覚えのある嫌な音が。
ﾘｽﾞ	憎い奴がいる。
ｽｵｳ	憎い奴がいるな。
ﾘｽﾞ	えー。戦闘するの。……ああ、でも大丈夫だ、見慣れている。農村に住んでいるから。
ｽｵｳ	キャラ的に農村部ではよくほら、非常食にするでしょう。食えるから。
ﾘｽﾞ	いいたんぱく源らしいけどね。そこまでは嫌だな。
GM	（チットを選びながら）色としてはピンクかなあ。アカチャバネだと思えばいいんですよね。
ﾘｽﾞ	やめれ、きもいわ！
ｽｵｳ	――なあ赫星。あれ、斬りたいか。
GM	……沈黙。（笑）
ﾘｽﾞ	刀のくせに敵のえり好みをするんじゃねーよ。
GM	あなた方はこのまま中に入ることもできるし、ここで一泊することもできます。
ｽｵｳ	いいんじゃね、一泊しなくて。
GM	調子のいい人は調子がいいですからね。
ｽｵｳ	そう。絶好調2名で、1人のHP半分に減っているだけ。
ﾘｽﾞ	突っ込む前に治せばいいか。でもなあ、この人の魔法は3点しか治らないからなあ、2回かけて。（ちょうど、エイベルPLが離席中）
GM	それはもはや、キャラを選択した時点での宿命なのでは。
　
しかし戻ってきたエイベルの回復魔法は、6点回復。
　
ｽｵｳ	Aさん、一体どうしちゃったんですか！？（笑）
GM	悪ければ悪いでクレームで、良ければ良いで言われるんですね。
ｴｲﾍﾞﾙ	ね、ひどいよね！　あんまりだと思うなあ！　もー。
ﾘｽﾞ	自分の行いを振り返ってからそれは言えますか。
GM	では、先に進むんですね。灯りはあります？
ｴｲﾍﾞﾙ	持ってきているよ。
GM	道自体は一本道で迷うようなものではありません。でも、カサカサカサ……。
ﾘｽﾞ	武器を抜いていきます。
GM	武器を手に慎重に進んでいくと、ちっちゃいソレがいっぱいいる。耳元でパッと黒いのが飛んだりします。
ｽｵｳ	赫星を抜き身で持っていると、『なあ、ゴキブリなどではなく隣の女の柔らかい肌に刃を食い込ませたくはないか……！』
ｴｲﾍﾞﾙ	こらこらこらこら。
GM	と、ちょっと広いところに出ます。
ｽｵｳ	わー、いかにも戦闘空間だ。
GM	壁際にちっちゃいのがカサカサと。これは通常のゴキブリです。
ｴｲﾍﾞﾙ	壁際にですか。
GM	そして、中央に2体いるのは人間大サイズです。触角をふぃーん、ふぃーんと左右に揺らしていて。
ｴｲﾍﾞﾙ	ああ、でっかくした奴ね。
GM	でもこいつらって、立っていると一番柔らかい部分を晒しているような気するんだけど、それって構えとしてどうなんだろう。
ｽｵｳ	見えるねえ。
GM	まあいいや、仁王立ち。「我々の領土に土足で入ってくるとはいい度胸だ、人間ども！」
ﾘｽﾞ	しゃべれるの！？
GM	しゃべれますよ。この世界では一般的な知的種族です。
ｴｲﾍﾞﾙ	え、そーなんだ。
GM	彼らゴブローチは別名ブラックゴブリンとは呼ばれていますが、「黒いアレ」とも呼称されます。世界を汚染することを目的とした邪悪な種族です。地域によってはその名前を呼ぶことすら禁忌とされています。
ﾘｽﾞ	別に気にしないもーん。都会の人間、気にしすぎなんだってば。
ｽｵｳ	いや……あれはうちの故郷でもあまりいい顔はされない。
ﾘｽﾞ	そりゃ、気持ちのいいものじゃないけど。
GM	一匹前に出して、一匹後ろに下げておこう。「我ら黒い二連星が、愚かな人間達に裁きの鉄槌を下してくれよう！」
ﾘｽﾞ	ふっ。そんなこともあろうかと用意した！　バルサーーーーン！（笑）
GM	壁際にいる小さなゴキブリたちはわーっと散っていきます。
ﾘｽﾞ	これでは倒れんか。さすが。
GM	「よ、よりによって何をするか人間！　よもや生きて帰れるとは思うまいな！」
ﾘｽﾞ	いや、バルサンなんか持っていないし。
GM	持っていたことにしていいですよ。それに似た薬草を持っていたと。
ﾘｽﾞ	じゃあそれで。
GM	「そこな女。ここに来たことを後悔させてやろう！」
ﾘｽﾞ	クックック……。あたしはねえ、都会の人間とは違ってあんたたちとは慣れているんだよ！！
ｽｵｳ	いい返しだ。
ﾘｽﾞ	ぎらーん。ちょっと凶暴化している。
　
イニシアチブはリズ11、スオウ10、ゴブローチ7、――エイベル、4。
　
GM	まず、リズから。
ﾘｽﾞ	刈り取り鎌を縦に構えてグッサリ刺しましょう。洞窟の壁に走り寄り、洞窟にはびこるツタを引きちぎり。
GM	はい。その都度周りから小さいGが逃げていきます。
ﾘｽﾞ	ぐいってやってぼとっと、奴の頭にひっかかるように落としてですね、絡まったところを殴るんですよ。
GM	「な、なんだっ！？」と、6本の手足をわにゃわにゃさせている。
ﾘｽﾞ	ここで1ゾロポイントも使います。（ころころ）いっぱい。15くらい。
GM	当たるー。
ﾘｽﾞ	ダメージは、〈体力〉+1ー。くらえー！　（ころころ）普通に5点しかいきませんでした。
GM	はい、まだまだ。
ﾘｽﾞ	触角の間にグサーッ！　お前たちが生きていていい場所なんて、この地球の上になんてないのよっ！！
ｽｵｳ	地球だったのかここ！？
GM	「クッ……。俺たちは、俺たちは生きていてはいけない存在だというのか！」
ｽｵｳ	次。湿ったコケのところに追い込んで、相手が湿ったコケでズルッと滑ったところを斬る。
GM	こけるんだ。ずるっ。
ｽｵｳ	（ころころ）当たった。（ころころ）えーっと、ダメージ6点。
ﾘｽﾞ	腹の柔らかいところに、ぐしゃっ。
ｽｵｳ	どうだ赫星、お前が好んでいた血だ。白いけどな！
GM	赫星は嫌そうに、「……体液は酸っぺえ」（笑）
　
次いでイニシアチブ７のゴブローチ。1度目の攻撃ははずれ。
　
ﾘｽﾞ	当たらなければどうということはなくってよ！
GM	「クッ……。しかし、俺には2本目の手がある！」ゴブローチ必殺、2回攻撃っ！！
ｽｵｳ	きったねえ！
GM	（ころころ）当てた！　ダメージは７点！
ﾘｽﾞ	ゴキブリ風情がやるじゃないの。
ｴｲﾍﾞﾙ	今何点？
ﾘｽﾞ	これで13点。
GM	Bは「兄弟！」と言いながら前に出る。「俺たちにだって、生きていていい場所はあるはずだ！」
ｽｵｳ	ないな。
ｴｲﾍﾞﾙ	このターンで、何もしないでイニシアチブを振り直しというさむい技も使えるんですね。その方がいいと思います。
ﾘｽﾞ	5は振り直してもいいと思います。
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）3！
GM	はい。振り直した数字を適用してください。（笑）
　
2ラウンド目。妙にイケイケのリズから。
　
ﾘｽﾞ	いくよ～。
GM	「ま、待て。話せばわかるかもしれない」
ﾘｽﾞ	刈り取り鎌をぐるっと持ち替えて、天井をごんっとついて落盤を起こす。これで+1つけて、(ころころ)9。
GM	当たります。
ﾘｽﾞ	ダメージ。死ねやァァ！！（ころころ）6点。
ｴｲﾍﾞﾙ	怖いなー。
ｽｵｳ	では、俺は段差を利用して上方からの修正をつけてAを攻撃。（ころころ）7ぴったりは当たるの？
GM	当たります。
ﾘｽﾞ	段差のお陰で当たったか。
ｽｵｳ	赫星は+1だからな。（ころころ）3点。
GM	それで沈む。「ぎゃああああああっ！」
ｽｵｳ／赫星	やはり虫の精気はまずいな、目障りだ。お前も死ね。兄貴が待っている。
GM	Bが倒れた仲間に「フレデリックぅぅぅ！」（笑）
ｽｵｳ／赫星	随分立派な名前じゃねえか。ゴキの介ゴキの進で充分だ。
GM	それは赫星なの？
ｽｵｳ	刀じゃないでしょうかね。スオウさんは優しいお兄さんじゃないてすか。
ﾘｽﾞ	今のは、スオウさんがしゃべっているの。
ｽｵｳ	今スオウさんが刀の意思でしゃべらされている。スオウはここら辺に浮いて、自分の体が操られているのを見て、あいつよっぽど頭にきているなー、と。
　
ゴブローチBはスオウに反撃、かろうじて4点。
　
ｽｵｳ／赫星	虫風情にしてはやるな。だが、器を壊したところで私は何の痛みも感じぬ。（笑）
　
ｴｲﾍﾞﾙ	では……イニシアチブを振り直します～。（笑）
ｽｵｳ	そうだった。
GM	こ、これも芸風か。
ｴｲﾍﾞﾙ	いきまーす。（ころころ）3。（笑）
ｽｵｳ	そこまでいくなら1ゾロ振ってほしいですな。
　
そして3ラウンド目。
　
ﾘｽﾞ	なんか1人足りないような気がするけど、気にしないで戦うわ！　岩の塊を蹴って体制を崩させ、そのまま切る。（ころころ）ふっふっふ……。にやーり。
GM	当たるなあ。
ｴｲﾍﾞﾙ	何かこもっていますよ。
　
生き残りのゴブローチBは必死に抗戦し、スオウHPを残り3点にまでしますが、
妙に勢いづいているリズの攻撃が当たる当たる。
ダメージはそれほど出ないもののほとんどの攻撃が命中、HPが着実に減っていきます。
　
ｽｵｳ	ダメージの出目自体は小さいな。
ﾘｽﾞ	2本目～。足ちょん。
GM	「な、なぶり殺しにするつもりかっ！？」（笑）
　
その間もリズはゴブローチとサシで切ったはったをしていたのですが、
最後の最後でイニシア11を獲ったエイベルが、このタイミングでずずいと前へ。
　
ｴｲﾍﾞﾙ	（ころころ）あ、ショートソード+1だね。ダメージは7ぴったり。
ﾘｽﾞ	なんかおいしいところに飛び出して来て、おいしいところを持っていく。
ｽｵｳ	しかもダメージがすごい。
GM	それで沈みました。
ﾘｽﾞ	じゃ、柔らかいところを。
GM	では、Gとリズがやりあっているところを、横から滑り込むように登場したエイベルが。
ｴｲﾍﾞﾙ	リズ、大丈夫かいっ！？　ごめんよ遅れて！
ﾘｽﾞ	もう殺っちゃったの。
GM	では、静かになった空間に、血と体液の独特の匂いが立ち上っていく。
ｽｵｳ／赫星	くくく、本来だったらこのような虫の体液など無骨の極み。
ｴｲﾍﾞﾙ	おーい。スオウ、スオウ。
ｽｵｳ／赫星	甘美なる血を吸いたいところであるが、今はそこの女と相対するには我が鞘も痛み過ぎている。ここは大人しく引いておくとしよう、ゴゴゴゴゴゴ……。
ｴｲﾍﾞﾙ	スオウ、スオウっ！
ｽｵｳ	……ふーっ。なんということだ。まさか乗っ取られてしまうなんて。（笑）
ﾘｽﾞ	いやあ、カバに潰された時の方がよっぽど痛かったね、と余裕ぶっこいたことを言って。
　
一旦地上に戻って、続きは明日からということになりました。
野営チェックは成功。
　
ﾘｽﾞ	ゴブローチじゃなかったら、あそこまでバーサークしないから。
GM	あ、そうなんだ。あまりゴキのことは気にしていないんだと思っていました。
ﾘｽﾞ	……と、本人は言っているんだけど、はたから見れば明らかに違うでしょうって。
ｴｲﾍﾞﾙ	トラウマがあるんだよきっと。気にしていないっていって、忘却の彼方にやりたいだけなんだよ。
ﾘｽﾞ	冷静にキレてたみたいな。戦闘が終わると普通に戻っているんだよ。バルサン焚いて、すっきりした顔で何事もなくやってくる。
GM	ああ、だからバルサン日常的に持ち歩いているんだ。
ﾘｽﾞ	なんかしたっけ、なんかおかしいことしたっけ。あれがG相手には普通にだよね。
ｴｲﾍﾞﾙ	Gによっぽど嫌な思い出があるんだ。
ﾘｽﾞ	怖くないよ、だって潰しちゃえばいいじゃない、的な。
ｴｲﾍﾞﾙ	怖い、怖いっ。（笑）
　
　
　

第7章
　
エイベルは今日も絶好調で敏捷UP、リズ8、スオウ7。
　
ﾘｽﾞ	でも絶好調絶好調といっても、イニシアチブは低いという。戦闘何していたおいっていう。
ｴｲﾍﾞﾙ	だっていい目が出ないんだよーっ。
GM	では再び、暗い洞窟に足を踏み入れます。相変わらず部屋の隅で生き残りがカサカサいっていますが、昨日ほど数はおらず、大きなGもいません。
ｴｲﾍﾞﾙ	よし。
ｽｵｳ	じゃ、今日は普通の日本刀を構えておくとしよう。
ﾘｽﾞ	どん、ひゅ、どん、と歩きながら。ニコニコしながら。
ｴｲﾍﾞﾙ	リズ～、怖いよ～。
ﾘｽﾞ	ゴキブリ相手だけだから。
GM	道はゆるやかに下っていって、洞窟の最下層は地底湖がロマンだよね、という理由で地底湖があります。対岸から威圧感のある何かの気配がする。灯りは届かない。
ｽｵｳ	一声かけてからいいかもしれないな。見た感じでっかい？
GM	かなりでっかい。小屋1つ2つくらいはある。
ﾘｽﾞ	こんにちは～。
GM	ちなみにこの世界の竜というのは、西洋ドラゴンというより自然の具現化、力の結晶、力もつ精霊のようなものです。
ｴｲﾍﾞﾙ	ああ、竜人が育てているあれ。
ｽｵｳ	あなたがここの山にお住まいのドラゴン殿か。
GM	では、向こうでがさりと音がする。「ようやく来たか」
ｴｲﾍﾞﾙ	は？
GM	「……用向きを聞こう」
ｴｲﾍﾞﾙ	もし、あなたがこういう宝石を持っているならば戻していただいて、あの街が再び栄えるようにしたいんですけれども。
GM	では、湖の向こうからざぶっ、ざぶっと、かなり大きな岩でできたような竜が。（ルールブックの岩場の竜の絵を見せつつ）こんな感じ。かなり高齢そう。
ｽｵｳ	ウルトラマンとかに出てくるような感じだな。
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃ、我々は見上げるような感じで。
GM	あなたたちをじっと見つめて、「下の街の者ではないな？」
ｴｲﾍﾞﾙ	そうでーす。旅人です。頼まれましたー。
ｽｵｳ	我々は旅人、遙か遠き異国より来ました。
GM	「ふむ」と頷いてから、「そなたたちの欲しているだろう石はここにある」と、背中の一部に挟まっているものを示します。
ｴｲﾍﾞﾙ	おー。
GM	「が、これを持ち帰るかどうかはそなたたちが判断するがいい」
ｴｲﾍﾞﾙ	え、部外者の我々が。
ｽｵｳ	それなりの理由があるんですね、やはり。
GM	「遙かな昔、この石はあの地で産まれた。万病を癒す石として。そしてその宝石の力で周囲の植物は変化し、万病を癒す薬となった」
ﾘｽﾞ	なんだか嫌な予感がしてきた。
GM	「しかし価値あるものほど、人はそれを上手く扱えぬもののようだ。人々はこの石を求めて争い、石では癒せぬほどの大勢の死者を出した」
ｴｲﾍﾞﾙ	戦争のことだな。
GM	「大地は荒れ、世界の竜が多く息絶え」――自然環境が失われるとそこの竜も死んじゃうのです――「そのため、当時の竜人が私にこれを託した」
ｴｲﾍﾞﾙ	竜人が託したのか。
GM	「今より20年ほど前、そろそろこの石を戻していいのではないかと私は考えた。しかし、それは甘かったようだ。やはり人々は石を求めて争った。」
ｽｵｳ	うん。
GM	「石があるせいで死者が出るなら、この石で万人を癒せることに意味があるのだろうか？」
ｴｲﾍﾞﾙ	うーん……。
GM	「だがこれは預かり物だ。私がいつまでも持っているべきものではない。ならばこそ、今再び聞きたいと思う。旅人よ、曇りなき目であの街を見てきた旅人よ。そなたらの考えを聞きたい」
ｽｵｳ	すいません、結構曇っていました、今日の我々。（笑）
ﾘｽﾞ	キャラクター的には澄んだ目で聞いています、ええ！
ｽｵｳ	キャラクター的には結構善意が溢れていると思うよ！
GM	「――問おう。この石を持って帰るや否や？」
ｴｲﾍﾞﾙ	うーん。微妙だなー。でも病気の人は可愛そうだよなー。
ﾘｽﾞ	病気は関係ないんじゃない？
GM	「あの病は20年前に人々が争った時に、より多くの人間を殺すために用意したものであり、この石とは直接関係がない」
ﾘｽﾞ	つまり、この石を獲ろうとした時の戦争で使った何かの残滓が残っていて病気になると。
ｴｲﾍﾞﾙ	そしたら、今その病気を回復できるものとか、これ以上かからないようにする手段とかあるんですか。
GM	「この宝石の力なら、その手段たりえるだろう」
　
ｴｲﾍﾞﾙ	うーん……。
ｽｵｳ	なかなか難しい問題ですな。
ﾘｽﾞ	もう、集団移住しようぜ。（笑）
ｴｲﾍﾞﾙ	あっこはもうやめましょうということで。
ｽｵｳ	限定でやるという方法はありだけどな。竜人と交渉して、期間限定で貸してもらえることになったとか。
ｴｲﾍﾞﾙ	貸してもらうとまた戦争の元になっちゃうから、病気を治したら力を使い切って砕けてしまいましたー、みたいな。
ｽｵｳ	いや、それは本当に目の前で砕かないと意味がない。
ｴｲﾍﾞﾙ	あー、そっか。本当に砕いちゃった方がいいんじゃないの？
ﾘｽﾞ	砕いて塗り薬にして消費できないかなー。
ｴｲﾍﾞﾙ	特効薬を分けてもらって、これ以上はもうないよっていうとか。
ﾘｽﾞ	石がここにあるってことは、この辺に薬になるような草って生えていないの。
ｽｵｳ	ああ、なるほどね。病気とかは治す方向ではいきたいけど、この石は確かにずっと置いておくといいことはないから。
ﾘｽﾞ	自分の考えとしては石が欲しいわけじゃないので、薬草がここに群生しているということがわかれば、それを採りにきてもらえばいいんだよね。
GM	うーん……竜は、それは宝石の恩恵を被っているのと一緒ではないだろうかと言う。
ｽｵｳ	まあ、石を戻そうが戻すまいが、手間がかかるかどうかの違いだからな。
　
というわけで。
　
ﾘｽﾞ	石はなくって、薬草が少しだけ生えていたことにして、売れない程度に細々とそれが採れるくらいだったらいいんじゃないのと。
GM	えーと、細々と採れるっていうのは？
ﾘｽﾞ	例えば、壁があって壁のこっち側に石があって、反対側に効果が透過して届くなら、一箇所だけ限定してここだけ薬草が生えているよ、売るほどにはないけど、と。
ｴｲﾍﾞﾙ	要するに、根こそぎ採ったらもう生えないよーって。
ﾘｽﾞ	っていうくらいの場所を教えて、そこしかないよってことにして。街の人が治るまでその草を供給して、治った頃にその石をどければ草もなくなる。
GM	ほー。
ﾘｽﾞ	で、宝石はもうないと。……こうすれば今の病気は治る、薬草は売るほどは採れない、石はなくなったことにできる、万々歳じゃないのと。
　
GM	――では、現時点では地表には薬草は生えてないのですが、洞窟の壁面の一箇所に石を置くことで、そこから一番近い地表にこの地下の花が根付くかもしれないと。地底湖のふちに生えている薬草は即効性があるけど、地表で育つものはそれほど大きな花にはならないだろう、と竜は言います。
ｽｵｳ	うん。そして、今現在病気の人、当座の危ない人の分だけここの薬草を持って行かせてもらって。
ﾘｽﾞ	かろうじて生きている奴があったんで、竜と交渉してこれだけはもらってきましたと。で、ちょびちょび生えているっぽかったんだけど、もうないよそんなに。という方向性で村人に話すと。
GM	竜は、「子細はお前達に任せよう。うまくいくかどうかやってみようではないか」
　
そんな形で話はまとまり。
「薬草探し」で見つけたちょっとだけの薬草を手に、帰還することに。
　
ﾘｽﾞ	……これしかなかったら売ろうにも売れないよ。
ｽｵｳ	まあ、とりあえず急を要する人に渡して、という感じかな。
ｴｲﾍﾞﾙ	ちょこっとだけネコゴブリンにも分けてね～。
GM	では、ここはおいとまという感じです。――さて。帰るまでが遠足なのですよ。
ｴｲﾍﾞﾙ	ちょっと待ってー！
ﾘｽﾞ	1回通った道だから、方向チェックにプラスとかあるんじゃないかなと期待して。
GM	あ、そういえばプラスあるんだった。
ﾘｽﾞ	おっさん。
ｽｵｳ	おっさん。
ｴｲﾍﾞﾙ	え、どういうこと。
GM	通った道を帰るわけだから、失敗しにくくなるのです。
ｴｲﾍﾞﾙ	本当！？　プラスはいくつくれるの！？　目標は10以上だから、とりあえず+8くらいください。（笑）
GM	無茶いうな！
ｴｲﾍﾞﾙ	そしたら旅慣れと魔法で+2して……。（笑）
GM	+1です。
ﾘｽﾞ	えーっ。
GM	その代わり、時を操る竜人のブレス「ミライ」を使いましょう。1日ぶんの移動で目的地に行けます。
ｽｵｳ	そうなんだ、それはありがたいね。
ﾘｽﾞ	通常の3倍のスピードで！
GM	それでも、方向チェックに失敗すれば2日かかります。
　
ダイス目にも竜人の加護があったのか、移動チェックも方向チェックもスムーズに。
　
GM	まっすぐ街に帰れました。行きとは倍の早さ。
ｴｲﾍﾞﾙ	やったー！
ｽｵｳ	やったー！
ｴｲﾍﾞﾙ	もう野営チェックしなくていいよね。（笑）
GM	いいですいいです、着きました。
　
　
　

第8章
　
GM	では、着きました。
ｽｵｳ	まずは町長に話を。
GM	はい。では、あなたの姿を見て町長は手に持っていた羽根ペンを取り落として、慌てて寄ってきて、「ご、ご無事ですか！？」おろおろ。
ｴｲﾍﾞﾙ	まあ、とりあえず話をさせてもらおうか。
ﾘｽﾞ	話をしましょう。街の薬草師さんも呼んでね。
GM	はい。話の趣旨としては……？
ｽｵｳ	竜には無事に会えたが、石はなかったと。
GM	「そうですか。竜は、石の行方について何か言っていましたか？」
ﾘｽﾞ	石はないって。出がけにおばあさんに言われたんだけど、あれば返してくれるはずなのに返さなかったというのは、ないから返しようがないということらしいよ。
GM	「そうですか。ないものは返してもらうも何もないですね」
ｽｵｳ	……ああそうか、そうしておかないとあれだな。
ﾘｽﾞ	ただ、一株二株三株だけ。この花が。
GM	「おお、これは依然まで村にあったという万病の。これをどこで？」
ﾘｽﾞ	陽当たりの悪い斜面にちょこっとだけかろうじて生えていたんで、放っておくとまた枯れるかもしれないんだけど。
GM	「な、なんということでしょう。ではすぐに移植して街で育つように……」
ﾘｽﾞ	無理でしょう、石がないんだから。
GM	「え、でも、この植物はそもそも石がないところに生えていたんですよね。ということは、石を必要としていないんじゃないんですか？」
ﾘｽﾞ	まあ、やるなら好きにすれば。でも今は特産品云々より、街の人の病気を治すことに先に使ったらどうなの、とは言っておく。
GM	「それは、そうですね……」
ﾘｽﾞ	考えなしに摘んだらもうなくなるよ。竜もそこにしか生えていないって言っていたよ。
ｴｲﾍﾞﾙ	移植したら枯れたという例もよくあるからね。
ﾘｽﾞ	――どのみちやったって失敗するって、我々にはわかっているから。（笑）
GM	「まあでもとにかく、ありがとうございます。ありがとうございます」
　
ｽｵｳ	それとあともう1つ。塔なんですが……。
ﾘｽﾞ	塔の由来みたいなものが記してある書物とか、調べてもいいですか。
GM	「塔の由来ですか。私が聞いた話では戦火でも燃えないようにと、特殊な加工をしてあるようですが」（笑）
ｽｵｳ	本当にやったのかそれ！
ﾘｽﾞ	中の人的にはそ・れ・だー。
GM	「……それが何か？」
ﾘｽﾞ	よくわからないんですけど、竜があれが悪いんじゃないのかということを言っていたのですよ。
GM	「そうですか。すぐに取り壊した方がいいということでしょうか？」
ｴｲﾍﾞﾙ	やめた方がいいだろう。
ﾘｽﾞ	そういうことかもしれないけど、ちょっと調べてみたいので、中に入る許可が欲しいんです。あと書物。
GM	「では、それは手配しましょう」
ﾘｽﾞ	それと、街の人が不安がるといけないので、結果が出るまで黙っていていただきたいんです。
GM	「わかりました」と。
　
ﾘｽﾞ	あとは薬草師さんを連れて薬草の生えている場所に行って。ダメでしょほら。半玄人目で見てもダメなんだから、本当の玄人が見たらダメでしょう、これは。
GM	「そうね、本来ならここで生える草じゃないみたいね。葉もこんなに細くて弱くて……。なんとかこれを街の特産品に出来ればいいんだけど」と。
ﾘｽﾞ	欲張らない方がいいんじゃないですか。
ｴｲﾍﾞﾙ	そうそう。維持を第一目的にした方がいいと思います。
ﾘｽﾞ	――どうせ枯れるし、と思っています。（笑）
　
以後はしばらく、町長の宿代提供でしばらく居着くことになりました。
　
ｴｲﾍﾞﾙ	コネコゴブリンを探して、こっそりと薬草を。――お前、こないだ協力してくれたから、お礼に持ってきてやったんだ。これだけしかないから、大事に母ちゃんに使えよと。
ﾘｽﾞ	もういっこ追加していい？　もう街の人から盗みはするなよ。
ｴｲﾍﾞﾙ	そうだね。もうこれに懲りて、街の人から盗みはするなよ。
GM	後日コネコゴブリンはですね、あなたのところに涙目でやってきて、今年産まれた兄弟は１人も死ななかったし、母ちゃんの体調も良好だったと。全部あなたのお陰でありがとうと。
ｴｲﾍﾞﾙ	うんうん、よかったな。
ﾘｽﾞ	町長に頼んで、小ぶりのツボは用意できますか？
GM	できます。
ｽｵｳ	じゃ、話をちょっとだけ巻き戻して、小ぶりのツボに薬草を入れて渡した方がいいんじゃないか。そっちの方が話がきれいだ。
ｴｲﾍﾞﾙ	じゃ、そういうことで。
GM	はーい。
ﾘｽﾞ	ハートフルだ。喜べ緑の竜。
ｽｵｳ	よかったな黒竜、姉さんはきっと泣いていないぞ。
GM	コネコゴブリンは、金銭的な価値はないけれど、手作りの木の実のブレスレットみたいなのを持ってきて、あなたに持っていて、って渡します。
ｴｲﾍﾞﾙ	わかったよ。ここはちゃんとつけておく。
ｽｵｳ	そして我々は遠目から、種族の壁を越えるってすごいな、リズ。
ｴｲﾍﾞﾙ	無茶苦茶言うな。
　
GM	そして塔ですが。――調べてみると案の定ですが、内張に防火材質のものを……。
ｴｲﾍﾞﾙ	うわーっ。
GM	それを施工した人は、実は長期的にみるとマイナスではないかとは薄々わかっていたようです。
ｴｲﾍﾞﾙ	はっ、なんてこと。
ﾘｽﾞ	その資料っていうのはあまり見られていない？
GM	忘れさられた文献でした。よく調べると塔だけでなく、街壁や古い建物の要所要所にちまちまっと使われています。
ｽｵｳ	いろいろ死んでしまえ。
ｴｲﾍﾞﾙ	やばいよねー。取り壊した方がいいっす。防塵マスクしてね！
ﾘｽﾞ	そういう知識は入る？　『飛び散ると危ない』とか。
GM	そうですね、知識は入ります。あと、リアル世界のブツほどは危険じゃないとしましょう。この時代の技術力でも何とか扱えるくらいで。
ﾘｽﾞ	じゃあ町長に。調べてみたんですけど、塔に使われている燃えない物質というのがすごい猛毒だとわかったと。
GM	ほうほう。
ﾘｽﾞ	解体時は飛び散ると危険なので、水をかけながら。そして穴を掘って、建築廃材として埋めてしまうという形で処理するのはいかがかと。
GM	リ、リアルな話ですね。
ｽｵｳ	作業員には、体を布で巻いて覆ってと。（笑）
GM	「わ、わかりました」
　
　
　
終章
　
依頼も無事に終了。
最終的にこの街で報酬として受け取ったのは、
紙風船に用いられていた、ありふれた染料でした。
　
GM	この染料、国境を越えるとそこそこの価格で売れることを、実はあなたは知っている。
ｽｵｳ	ほう、これはこの辺りではありふれているが、向こうに行けばほどほどだ。町長にもアドバイスしてやるか、その件。
GM	……いえ、町長もそれは知らないわけじゃないんですが、少々搬送コストがかかりすぎまして。それに、どうしても隣街に負けてしまうんですよ。
ｴｲﾍﾞﾙ	あー。しゃあないな、それは。
ﾘｽﾞ	隣街でできることで、この街でできない道理がありますか！（笑）
GM	「そ、それはそうですが……」
ﾘｽﾞ	昔良かった、昔良かったとばかり言っていて、今が良くなると思いますか？　こぼれた水は皿には戻らないんですよ。
GM	町長は決然とした口調で、「……スオウさん、あの。持っていくと売れるという場所、詳しく教えてください！」と。
ｽｵｳ	ああ、こことここ。あと、向こうと同じやり方では勝てないんで、小さければ小さいなりの考え方をすべきでしょう。例えば、オーダーに合わせて作るとか。
ﾘｽﾞ	隣の街っていうのは、染料そのまま売っているんでしょう？
GM	効率良くたくさん作って、安く売っている。
ｽｵｳ	逆にこちらは手をかけたロットを――これは我がジャポネの技ですが、染料を一定の両方で混ぜることで、様々な色を混ぜることができる。例えば縹色、例えば浅黄色。
GM	と。町長が、「染料を、混ぜるのですか……？」てんてんてん、くえすちょん。
ｽｵｳ	……なるほど。日本にはあってもいいよね？　では、実演しましょう。
GM	おお、クラフトっぽい。
ｽｵｳ	例えば、日本では蘇芳色という色を生み出すためには……。
ﾘｽﾞ	あんたの名前だね。
　
GM	そんな感じで、時間はかかりますがエティールの街は再生の道を辿っていくと思われます。あなた方はもうちょっと滞在してもらう必要がありますが。
ﾘｽﾞ	その間、買った靴に足を慣らしてね。次は大丈夫よ。
GM	お疲れ様でした。
全員	お疲れ様でしたー。
　
終わり。
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